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～入園式～ 

先週の 12日(金)に新入園児 50名を

迎える入園式を行いました。とてもいい

お天気の下、桜の花吹雪舞い踊る中、

多くの親子が記念写真を撮っていまし

た。とても微笑ましい光景でした。 

式の最中、3歳児の中には親が恋し

くて泣く子どももいましたが、これは当

たり前の光景です。何度か来園したこ

とがあるとはいえ、朝から、いつもと違

った服を着せられ、慣れていない幼稚

園に連れてこられ、約 30分の短い式

とはいえ、お父さんやお母さんから引

き離された子どもの不安感は容易に想

像できます。 

それでも子どもたちはよく頑張ったと

思います。多くの子どもが、とても落ち

着いた態度で式に臨んでいました。感

心する場面をたくさん見ました。 

今週から、新入園児さんたちが登園してきています。保育時間は短いですが、うめ組さん

は、親に見守られながら楽しく遊んでいます。年中さんは、どの子どもが進級児で、どの子ど

もが新入園児か、わからないくらい遊びにはまっています。 

幼稚園は、遊びながら多くのことを学ぶ場所です。附属幼稚園はそういう場所です。いいス

タートが切れています。 

保護者の皆様にお願いがあるのは、「自分でできることは自分でさせる」という関わり方で

す。親の前では、子どもはどうしても甘えが出ます。たっぷり甘えさせていい場面と、そうでは

ない場面をよく考えて対応してください。 

また、朝の登園時や、特に帰りの降園時に、だっこをして園内で歩くのはやめましょう。降

園時には、必ず甘えてきます。園の正門を出るまでは我慢するように伝え、正門を出たら、親

御さんの判断で結構です。もう赤ちゃんではない、ということを本人にも自覚させてください。

（もちろん、発達段階に応じてですが…） 

朝、保護者の皆さんが付き添わなくなってから、また不安を感じて泣き出す子どもも必ずい

ると思います。そういう場合は、担任と相談しながら、少しずつ離れていくように心がけてくだ

さい。もう大丈夫と思われたら、子どものために早めに姿を消すことも愛情です。 

子どもたちにとって、初めての「学びの場」である幼稚園です。有意義な園生活が送るれよ

う、全力で支援してまいります。 

4月行事 

日 曜 行  事 

１８ 木 避難訓練①、スモック・体操服注文(3・5) 

１９ 金 個人面談①・クラス写真撮影(4・5) 

２０ 土 ・・・・・ 

２１ 日 ・・・・・ 

２２ 月 個人面談②、聴力検査(ふじ) 

２３ 火 個人面談③、体位測定(4) 

２４ 水 個人面談④ 

２５ 木 尿検査①、虫博士(5)、育友会・後援

会総会、降園前弁当の話(4) 

２６ 金 一緒に遊ぼう(春)～親子でこいのぼり～ 

２７ 土 ・・・・・ 

２８ 日 ・・・・・ 

２９ 月 ・・・・・ 

３０ 火 ・・・・・ 


